




The Reality of “Reflection” on the Descriptive Content of




The aim of this study is to clarify how “reflection” of training experience, through the descriptive content of “the impressive 
scene” in childcare training. The author analyzed 141 students' record in detail. The results showed the following things.
1) There is a student who don’t get the opportunity that reflect the practice of self, find the problems and connect the next 
practice. 2) There is a student who get’s the opportunity that have a change of perspective for the phenomenon, through reflect 
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Ⅳ．総合考察
1．「振り返り」の中で学生が経験していること
自身の実践への反省が書かれている記録のうち、実践
時と異なる視点の反省の分析結果から、学生は、自身の
実践への振り返りを通して、実践時の現象や自身のかか
わりを、視点を広げて捉え直す経験をしていることが示
唆された。
「実践記録1」【「した子」への広がり】では、実践時に
おける「沢山使っているのだから、友達にも貸してあげ
よう」という子どもへのかかわりを、子どもの思いにと
って適切であったかどうか反省的に見つめ直していた。
子どもの行動を「良い」「悪い」という価値観にあてはめ
て考えることから、その行動の背後にある子どもの思い
にも視野を広げ、自身の実践を捉え直す経験をしている
と考えることができる。つまり、実践への振り返りを通
して、「された子」から「した子」へと視点を広げて、子
ども同士のやりとりを捉えようとする姿勢が窺える。
「実践記録2」【子どもの主体性への広がり】では、実践
時の仲直りをすることを前提とした子どもへの言葉かけ
や、その場を性急に収めようとする自身のかかわりを、
子どもの思いや育ちにとって適切であったかどうか反省
的に見つめ直していた。子ども同士のトラブルを、解決
重視の保育者主導から、その過程で生じる子どもの思い
や子どもの育ちを大切にする子どもの主体性に視点を広
げ、自身の実践を捉え直す経験をしていると考えること
ができる。
視点を広げることは、新たな視点から実践を振り返る
ことであり、それは状況を具体的に捉える思考にもつな
がるのではないかと思われる。また、このような子ども
の主体性や行動の背後にある子どもの思いを大切にした
かかわりの重要性について、学生は実習前の様々な授業
においてすでに学んでいる。したがって、この経験は、
実習の前に「教わって知っている知識」が「実感を通し
ての理解」へと変容する経験だとも解釈することができ
る。このように、一部の学生の「実習記録」から、「実習
記録」を記述することを通して、実践時には配慮されて
いなかった子どもへの視点の広がりを経験し、それが子
ども理解の深化にもつながる可能性があることが示唆さ
れる。
2．「振り返り」において「子ども理解」から捉えなおす
重要性
ショーン 16）は、省察的実践者としての教師は、「生徒
はいったいどのように考えているのだろうか、生徒の混
乱はいったい何を意味しているのだろう、生徒がすでに
知っているやり方はどのようなものなのだろうか」、とい
う問いを自分自身に投げかけると述べている。また、小
川17）は、「幼児の志向性がどのようにして実現するか、そ
れとも実現を阻止されているかを、具体的な幼児の姿の
中で見定めること、またそうした幼児の志向性が具体的
な行動としてある結果をもたらすとか、あるいは、ある
具体的表現や表情として表されたり、表されなかったり
することを見極めること、さらに、この事実が逆に幼児
の内面の志向性にどう作用するか等を追求することが、
幼児理解の課題である」と述べている。小川18）の指摘を
踏まえると、ショーン 19）の言う教師の問いかけは、「子
ども（幼児）理解」の視点に合致すると共に、実践の振
り返りは、「子ども（幼児）理解」を通して行われると考
えることができる。
また、小川20)は、「子ども（幼児）理解」と「援助」の
関係について、「幼児にとって援助となるための前提とも
いうべき幼児理解」と表現している。幼稚園教育要領解
説 21)にも、「保育における反省や評価は、このような指
導の過程の全体に対して行なわれるものである。この場
合の反省や評価は幼児の発達の理解と教師の指導の改善
という両面から行なうことが大切である」と書かれてい
る。
したがって、保育者が自身の実践を振り返り、反省点
や自己課題を見つける際に、改善する手立てを考えるう
えでその土台となる「子ども理解」の視点からの振り返
りを行なうことが重要であると考えられる。
本研究における、視点を広げて捉え直す経験をしてい
ると考えられる記録は、「子ども理解」の視点からの振り
返り（実践時と異なる視点の反省）の記録であった。そ
れに対して、自身の保育方法の振り返りの記録は、援助
方法を見直す必要性を感じている段階に留まっており、
実践時の自身の子どもへのかかわり方そのものについて
の漠然とした振り返りになっていた。前述のショーン22)
や小川23)の指摘を踏まえると、子ども理解への振り返り
のないまま、自身の援助方法を見直そうとしていること
が、実践時のかかわり方について漠然とした振り返りに
なっている要因になっているのではないかと思われる。
したがって、自身の実践を振り返る際に、子ども理解の
視点から振り返ることで、より適切に、より多角的に援
助方法を見直すことにつながると考えられる。この示唆
は、当然のことと捉えられがちではあるが、学生が実習
経験の振り返りを行なう際に、子ども理解の視点からの
振り返りの重要性を認識し、それを意識して振り返るこ
とができるように、課題の提示や伝え方の工夫をするこ
とが求められるのではないかと思われる。
　
注
注1）本研究は、全国保育士養成協議会第51回研究大会にお
33
保育実習における「印象に残った場面」の記述内容から見えてくる「振り返り」の実態
いて発表したものに、さらなる分析を加え、加筆・修正
したものである。
引用文献
  1) 全国保育士養成協議会専門委員会（2008）、「保育士養成
システムのパラダイム転換Ⅲ─成長し続けるために養成
校でおさえておきたいこと─」、『保育士養成資料集第48
号』、pp. 47-52.
  2) 上村晶（2010）、「実習事前指導における模擬保育ビデオ
を活用したカンファレンスの実際と効果」、『高田短期大
学紀要』、28、pp. 89-100．
  3) 利根川智子・井上孝之・和田明人・上村裕樹・三浦主博・
河合規仁・安藤節子・音山若穂（2012）、「保育実習事後
指導における対話的アプローチの一実践と効果検証につ
いての基礎研究」、『保育士養成研究』、29、pp. 21-30．
  4) 岡本雅子（2007）、「保育実習・事前事後指導の一考察：
社会的スキルの視点から」、『関西女子短期大学紀要』、16、
pp. 21-30.
  5) 山田秀江（2011）、「実習事後指導に関する一考察」、『四
条綴学園短期大学紀要』、44、pp. 25-31.
  6)  3）前掲
  7) 幸順子・秋田房子・紀藤久美子（2008）、「『反省的実践』
に有用な保育実習記録様式作成に関する研究─実習生と
保育所への調査結果を通して─」、『保育士養成研究』、26、
pp. 67-76.
  8) 木戸啓子（2011）、「保育実習生のエピソード記録からみ
る保育実習の学び」、『全国保育士養成協議会第50回研究
大会発表論文集』、pp. 118-119.
  9) 山森泉・福井逸子（2011）、「保育所実習における記録の
あり方─エピソード記録からエピソード記述へ─」、『全
国保育士養成協議会第50回研究大会発表論文集』、pp. 
300-301.
10)  須藤康恵・時本英知・林のぶ慧（2009）、「‘ケース検討形
式’を中心とした実習事後指導のあり方に関する一考察」、
『保育士養成研究』、27、pp. 65-72.
11)  新開よしみ・柳瀬洋美（2011）、「グループダイナミック
スを活用した保育実習指導Ⅰ」、『全国保育士養成協議会
題50回研究大会発表論文集』、pp. 124-125.
12)   3）前掲
13)  津守真（1997）、「保育者の地平─私的体験から普遍に向
けて─」、ミネルヴァ書房、293.
14)  森上史朗（2000）、保育者の専門性・保育者の成長を問
う。発達、ミネルヴァ書房、83, 53-60.
15)  白石敏行・友定啓子・入江礼子・小原敏郎（2007）、「子
ども同士のトラブルに保育者はどうかかわっているのか
─学生の保育記録の分析結果─」、『山口大学研究論叢。
芸術・体育・教育・心理』、57、pp. 287-299.
16）ドナルド・Ａ・ショーン（2007）、「省察的実践とは何か　
プロフェッショナルの行為と思考」、柳沢昌一・三輪健二
（監訳）、鳳書房、pp. 349.
17） 小川博久（2000）、「保育援助論」、生活ジャーナル、pp. 
9-10.
18）17）前掲
19）16）前掲
20）小川博久（2000）、「保育援助論」、生活ジャーナル、pp. 
10.
21）文部科学省（2008）、「幼稚園教育要領解説」、フレ ーベ
ル館。
22）  16）前掲
23）17）前掲
